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13
項
目
の
迷
惑
行
為
防
止
の
た
め
に
、

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ

項
目
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。
結
果
は

今
後
の
取
り
組
み
に
反
映
し
ま
す
。

迷
惑
行
為
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地
域

一
体
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
協
力

し
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
閲
覧
場
所
◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇
行

政
資
料
室
（
市
役
所
新
館
３
階
）

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・

最
終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
８
７

　「
歩
道
に
凹
凸
が
あ
っ
て
危
険
」「
困
り

こ
と
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
、
行
政
の
仕
事
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
の
苦
情
・

疑
問
を
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
が
、
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
受
け
付
け
ま
す
。

一
日
行
政
相
談
所

●
日
時
10
月
21
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

●
会
場
市
役
所
本
館
１
階
　
ホ
ー
ル

●
行
政
相
談
委
員

◇
岩
瀬
利
春

◇
松
尾
弘
志

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
ふ
る
さ

と
広
報
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
０
０

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
市
指
定
の
は

り
・
き
ゅ
う
施
術
担
当
者
か
ら
施
術
を
受

け
る
場
合
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
自

己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
し
た
人
に
、
申
請
日
か
ら
有
効
の

「
は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
」
を
渡
し
ま
す
。

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

９
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

年
次
報
告
書
が
で
き
ま
し
た

●
助
成
金
額

◇
１
術
（
は
り
ま
た
は
き
ゅ
う
）

施
術
料
金
　
１
２
９
０
円

助
成
金
額
　
６
５
０
円

◇
２
術
（
は
り
と
き
ゅ
う
）

施
術
料
金
　
１
５
３
０
円

助
成
金
額
　
７
７
０
円

※
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
適
用
外

●
助
成
限
度
１
日
１
回
（
１
疾
病
に
限

る
）
で
、
１
カ
月
10
回

●
必
要
な
も
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
、
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

な
ど
）

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

◇
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
５
２

◇
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

国
保
年
金
課
医
療
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
７

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◆
県
内
に
居
住

は
り
・
き
ゅ
う
受
療
費
用
を

助
成
し
ま
す

◆
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

◆
夜
間
の
人
工
透
析
治
療
（
治
療
開
始

時
間
が
午
後
５
時
以
降
）
の
回
数
が

１
カ
月
５
回
以
上

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

◇
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
距
離

が
片
道
10
㎞
以
上

◇
通
院
の
た
め
公
共
交
通
機
関
ま
た

は
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
を
１
カ
月
２

０
０
０
円
以
上
負
担

※
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
は
領
収
書
に
よ

る
証
明
が
必
要

※
所
得
制
限
あ
り

●
対
象
期
間
４
月
〜
９
月

●
給
付
金
月
額
２
０
０
０
円

●
必
要
な
も
の
①
申
請
書
②
通
院
証
明

書
③
債
権
者
登
録
申
出
書
④
住
民
票

謄
本
（
世
帯
全
員
の
分
）⑤
申
請
者

と
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
令
和
６

年
分
の
所
得
を
証
明
す
る
も
の
（
令

和
７
年
度
市
県
民
税
課
税
証
明
書
な

ど
）⑥
通
帳
の
コ
ピ
ー

※
①
〜
③
は
申
請
先
で
配
布
、③
⑥
は
初

め
て
申
請
す
る
人
の
み
提
出

●
申
請
期
限
９
月
30
日
㈫

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
障
が
い
福
祉
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
５
２

11月６日㈭

期日 内容回

1
◇始めよう！楽しもう！
　ボランティア養成講座
◇音楽での介護予防体験

11月20日㈭3 ◇道具を使った活動①
◇ボランティアの現場で役立つ道具の作成

11月27日㈭4 ◇道具を使った活動②
◇作成した道具の活用

12月３日㈬5 ◇歌で遊ぼう①
◇色々な歌い方を学ぶ

12月11日㈭6
◇歌で遊ぼう②（歌体操の紹介）
◇トーンチャイム、ミュージックベルを
　使った活動

11月13日㈭2 アイスブレイク（場を和ませる手法）
を学ぶ

12月17日㈬7 プログラムの組み立てを考える

12月25日㈭8 プログラムの実践と講座の振り返り

各
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
音
楽
サ

ロ
ン
や
介
護
事
業
所
な
ど
で
、
高
齢
者
向

け
の
介
護
予
防
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
人

●
日
時
11
月
６
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈭

（
全
８
回
）　
午
後
１
時
半
〜
３
時

●
会
場
　
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
　
健
康

学
習
室
１

●
定
員
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
◇
電
話
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ（
◇
氏
名

◇
住
所
◇
電
話
番
号
を
記
入
）◇
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
申
込
期
限
10
月
20
日
㈪
（
必
着
）

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

す
こ
や
か
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
☎（
５
０
１
）２
３
０
６

（
５
７
3
）0
0
2
2

音
楽
サ
ロ
ン
活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　フレイルとは、栄養不足・運動不足・社会性の低下により、要介護の危険性が高まった状態のことです。
フレイルの要因には、低栄養や口と歯にまつわるトラブルがあります。
　シニア世代のフレイル予防・改善について、管理栄養士と歯科衛生士が話します。

●日時

●定員　各24人　（申込多数の場合は新規優先のうえ抽選）
●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「健康栄養教室申し込み」・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記入）
●申し込みと問い合わせ先

健康課健康長寿担当〔〒816-0932　瓦田４-２-１　すこやか交流プラザ内〕　　　　　　☎（501)2222

健康栄養教室　フレイル予防・改善編

10月22日㈬

10月24日㈮

10月14日㈫

10月16日㈭

午前10時～正午

午前10時～11時半

南コミュニ
ティセンター

◇低栄養やフレイルを予防・　
　改善する食生活に関する講話
◇レシピの紹介
◇簡単調理の実演

口と歯の機能を低下させないた
めの口腔ケアに関する講話

東コミュニ
ティセンター

期日 時間 会場 申込期限（必着） 内容

行政相談
マスコット
キャラクター
「キクーン」

夜
間
に
人
工
透
析
で

通
院
し
て
い
る
人
へ

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者

福
祉
給
付
金
（
前
期
分
）
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